





















































































択するための住民アンケートを実施した。調査対象は 1,487 世帯で、この 51.2％にあ






植物公園が 4 月着工した。10 月 3 日には村が主催して、シンポジウムも開催された。























事業計画は、1981 年度から 1990 年度までの 10 ヵ年で総投資額は 56 億 7 千万円
である。一年平均では 5 億 6 千 7 百万円、柳田村の財政規模は 1984 年度予算で 22
億 2 千 30 万円であったので、決して小さなものとは言えない。各事業は「文化との







































 1987 年 12 月には、環境庁が実施した「スター・ウォッチング 星空の街コンテス
ト」で、柳田村が全国 107 市町村とともに「星空の街」に選ばれた。 









 2004 年には、柳田村、能都町、内浦町の合併協定調印式が 8 月 21 日、能都町社会
福祉会館で行われ、山口柳田村長、持木能都町長、田形内浦町長が協定書に調印、谷





















の 2 カ所のブルーベリー園を紹介するチラシを 1 万部作成・発行している。 
過去には、柳田村時代の 1996 年に、ブルーベリーワインの醸造と加工食品の製造・
販売を目的とする「きのみワイナリー」を建設し、この施設を管理運営していくため




 1980 年 4 月に国営農地開発地で「栗・柿・梅」の生産、農家への指導機関として
の目的を持ち、旧柳田村農林行政の施設として（社）柳田村産業開発公社・果樹部が
設置された。 
 『広報のと』（2012 90：6-11）によると 1983 年に当時の柳田農協組合長だった A





 1990 年には、24 名の会員で、柳田村ブルーベリー研究会（現やなぎだブルーベリ
ー生産組合）が発足し、地元醸造開始に向け第 3 セクター設立準備室も設置された。
1991 年には、「ブルーベリー村整備計画構想」を策定した。 
 1995 年に設立された第 3 セクター「柳田食産株式会社」で果実の集荷・販売業務


























































3 本に惹かれたからであった。土地の権利者は 6 人ほどいたが、購入を快諾され、
3,000 平米もの土地を入手できた。2008 年、B さんは水田を乾燥させ、ケロンの小さ
な村の設立の準備を始めた。当初、山中で突如として始まった作業に周辺住民は新興
宗教団体ではないかと不審に思ったが、住民の一人が確認に訪れ、怪しい団体ではな
















 もう一つのグループは、3 人の 40 歳代の母親と、小学校高学年から幼児まで数人











 B さんは 2008 年から 10 年計画としてケロンの小さな村の創設に取りかかった。
2009 年に開村、様々な取り組みをしつつ、規模を拡大させ、現在は 8 年目になり、






















る寺がなかったあじあいを植えたことである。すると 6 月中旬から 7 月中旬で 3 千
人の人が主に石川、富山、福井、また能登空港ができた影響からか東京などの関東か






仏である。これは 1 体 300 万円したが、バブル崩壊前であったので 800 人から寄付
を受けることができた。 
3.3.3 能登花の寺 
『広報のと』（2009 53：6）によると、能登花の寺は、平等寺の住職である C さん
が萬年寺の住職と二人で話し合い、「花の寺をネットワークとしてつなげたい」と C









等寺、萬年寺の 12 寺院が加入している。パンフレットや看板を作ること、全 12 ヶ










 平成 28（2016）年 11 月 6 日には「聖天さんの大根供養」とともに行われた。あじ
さいのシーズンが終わると、人が来なくなるのでお参りしてもらおうと 2010 年頃か
ら植え始めた。5～6 本はもともとあったが、本格的に植え始めて、200 本植えた。見
ごろは 10 月下旬～11 月下旬である。人は主に能登町、輪島市、珠洲市から来ている。
2015 年から 10 月 29 日、11 月 5 日の土曜日にライトアップをしており、新聞・テレ
ビへ FAX を送るなどの宣伝も少しずつ行っている。 
3.3.6 さくらまつり 
 2016 年は 4 月 21 日に行われた。夏はあじさいだが、春は何で人を呼び込もうと考












なことだと考えた。A さんが新たな村おこしの材料として数百 ha という開発農地に
植えられる作物を探し、ブルーベリーを知り、まず自らがブルーベリー農場を開拓し、
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栽培を始め、ブルーベリーの栽培を地域に普及させようとしたことや、B さんが退職
後に自らのやりたかったことを行うなかで、多くの周囲の人を巻き込んでゆき、多く
の人を集めていること、C さんが、そもそもはお寺に人を呼ぶためであったが、そこ
から行政のイベントを行い、また能登半島で宗派を越えてお寺が連携し人を呼び込む
ための会を作ったことなど、地域の方々の想いによって基礎をなしているまちづくり
があり、それらは地域の方々の想いなしにはなしえなかったまちづくりであるという
ことである。 
今後、行政がまちづくりを行っていく上で考えるべきは、行政主導で会議室におい
てまちづくりを考えていくことではなく、まちづくりや地域への想いを持っている人
を地域で見つけ、その人をいかに支援していくかではないかと考察する。 
 
5．おわりに 
 自分の関心のあるまちづくりについて、これまでは地域全体のまちづくりを知るこ
とはあったが、今回の実習では、地域全体のまちづくりから、個別のまちづくりも詳
細に調査することができ、よい経験になった。またこれまでまちづくりについては、
書籍や論文で知ることはあったが、実際に行っている人に聞き取りをすることができ、
地域に対する想いを感じ、自分自身に地域のまちづくりに対して考えさせられること
が多くあった。座学で淡々と学んでいくだけでなく、やはり実際に人にお会いし、お
話を聞くことの重要性を感じた実習であった。 
  
